
　 キャロリングは『池田市立秦野小学校』を17時にスタート　 途中で立ち止まり、
1、2曲披露するミニミニコンサート。今年は『渋谷会館』と『南畑公園』を予定　 20軒
ものお店を回って探した揃いのポンチョ　 体育館でのコンサートは 18 時から。た
くさんの人が訪れた昨年の様子。澄んだ声が響き、会場内は温かな雰囲気に包まれた

『赤い着物のサンタクロー
ス』はサンタクロースになっ
たつもりで。「どっこいしょ」
と重い荷物を運ぶように歩
きながら合唱（上写真）。聖
歌隊には幼稚園児も。しぶ
やさんの指揮に身を委ね、
楽しそうに歌う（右写真）

「祭りや盆踊りなど、伝統行事も大
切に受け継ぎ、地域ぐるみで子ど
もを育て、お年寄りを守る。秦野を
そんな温かい地域にしたいです」

キャロルはた
のん
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秦野地域
コミュニティ推進協議会のみんなで歌いあげるハーモニー

「ディンドンディン ララルーラー……♪」。昨年 12 月、秦野地区では『うたいっぱい聖歌隊』が校区をキャロリングし、

コンサートを行うクリスマスイベントを開催。色とりどりのライトに、聖歌隊の澄んだ歌声、まちはロマンティックに彩られた。

今年も開催されるこのイベント。それは「地域を明るく元気に」、住民の幸せを願う心から生まれたものだった。

　

地
域
の
要
望
や
実
情
を
反
映
し
、市
民
自
ら
が
考

え
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う「
地
域
分
権
制
度
」。池
田

市
に
は
11
小
学
校
区
そ
れ
ぞ
れ
に「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
」が
あ
り
、
様
々
な
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。『
秦
野
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
』で
は
、安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
、

地
域
み
ん
な
が
楽
し
め
る
事
業
を
提
案
。「
歌
で
地

域
を
元
気
に
。子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
が

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
よ
う
」と
い
う
思

い
で
、
昨
年「
秦
野
地
域
う
た
い
っ
ぱ
い
運
動
支
援

事
業
」を
実
施
。12
月
に「
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
＆
小
さ
な

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、地
域
で
公
募
し
た
市
民
に

よ
る
『
う
た
い
っ
ぱ
い
聖
歌
隊
』
が
秦
野
地
区
を

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ（
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
い
な

が
ら
練
り
歩
く
）し
、コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
も
の
。

「
会
場
設
営
は
メ
ン
バ
ー
の
手
作
り
。家
庭
の
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
持
ち
寄
っ
て
飾
り
付
け
し

ま
し
た
」
と
話
す
会
長
の
北
浦
啓
次
さ
ん
。初
め

て
の
試
み
で
不
安
も
あ
っ
た
が
、当
日
は
準
備
し

た
座
席
２
０
０
名
分
を
大
幅
に
超
え
る
人
が
訪

れ
、「
す
ご
く
良
か
っ
た
よ
、感
動
し
た
」と
、喜
び

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
だ
。「
な
か
で
も
、
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地
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の
誰
も
が
参
加
で
き
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歌
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明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
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り

　

昨
年
の
初
開
催
で
は
聖
歌
隊
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

『
キ
ャ
ロ
ル
は
た
の
ん
』
も
誕
生
。作
曲
家
・
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
丸
尾
喜
久
子
さ
ん
が
制
作
し
て
く
れ

た
。「
デ
ィ
ン
ド
ン 

デ
ィ
ン…

…

」と
、
可
愛
ら
し

い
歌
詞
、耳
に
残
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
、ほ
の
ぼ
の
と
し

た
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
だ
。「
こ
の
曲
大
好
き
！
」

と
、
子
ど
も
た
ち
も
あ
ち
こ
ち
で
口
ず
さ
ん
で
い

る
。「
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
こ
の
歌
も
地
域
で
受
け

継
が
れ
て
い
く
と
嬉
し
い
」と
話
す
北
浦
さ
ん
。

　

今
年
の
「
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
＆
小
さ
な
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
12
月
17
日
。17
時
に
『
池
田
市

立
秦
野
小
学
校
』を
出
発
し
、ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

を
歌
い
な
が
ら
地
域
を
練
り
歩
き
、『
渋
谷
会
館
』

と
『
南
畑
公
園
』
で
１
、
２
曲
披
露
。小
学
校
に
戻

り
、18
時
か
ら
体
育
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
。コ
ン
サ
ー

ト
に
は
、『
秦
野
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ
』、『
秦
野
小

学
校
P
T
A
コ
ー
ラ
ス
』、『
池
田
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
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  「
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
＆
小
さ
な
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
事
前
に
『
う
た

い
っ
ぱ
い
聖
歌
隊
』
を
募
集
（『
秦
野
小
』

校
区
在
住
な
ら
誰
で
も
Ｏ
Ｋ
）。今
年
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
40
名
が
集
ま

り
、
９
月
か
ら
本
番
迄
、
計
７
回
の
練
習

に
励
ん
で
い
る
。歌
を
指
導
す
る
の
は
、

『
歌
の
輪
を
広
げ
る
会
B
i
k
k
i

（
び
っ
き
）（
以
下『
び
っ
き
』）』代
表
の
し

ぶ
や
か
よ
こ
さ
ん
。『
び
っ
き
』は
、
池
田

市
を
中
心
に
、
歌
う
活
動
を
通
し
て
多
く

の
人
が
交
流
す
る
機
会
と
な
る
よ
う
な

企
画
を
提
案
・
実
行
す
る
会
だ
。「
〝
歌
っ

て
楽
し
い
よ
〞
と
い
う
こ
と
や
、
い
ろ
ん

な
声
が
集
ま
る
と
、
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る

の
か
、
み
ん
な
で
歌
う
感
動
を
体
験
し
て

ほ
し
い
」
と
話
す
し
ぶ
や
さ
ん
。発
声
や

音
程
の
取
り
方
は
、
身
近
な
も
の
に
例
え

た
り
、
体
全
体
を
使
っ
て
表
現
し
た
り
、

楽
し
ん
で
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
る
そ
う
だ
。
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歌
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ー
。子
ど
も
た
ち
は

「
学
校
以
外
で
の
合
唱
は
初
め
て
」
と
い
う

子
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
聞
く
。け
れ
ど
４
回

目
の
練
習
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
そ
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
は
立
派
な
も
の
。英
語
の
歌

詞
を
も
歌
い
こ
な
す
姿
に
驚
い
た
。

  「
歌
は
楽
し
い
！
」と
口
を
揃
え
る
子
ど
も

た
ち
。一
緒
に
参
加
し
て
い
る
保
護
者
の
方

は
「
親
子
で
歌
う
場
所
っ
て
少
な
い
の
で
嬉

し
い
」
と
笑
顔
。普
段
は
別
の
場
所
で
合
唱

を
し
て
い
る
と
言
う
シ
ニ
ア
の
方
は
「
子
ど

も
と
一
緒
に
歌
う
の
は
新
鮮
」と
、
異
世
代
と
の

触
れ
合
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
。室
内
に

は
様
々
な
世
代
の
歌
声
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

響
き
、そ
の
心
地
良
さ
に
幸
福
感
を
覚
え
た
。
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団
』も
出
演
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』
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は
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半
か
ら
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含
む
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ほ
ど
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が
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や
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の
行
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に
消
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な
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と
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感
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間
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と
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の
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よ
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に
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く
れ
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。
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世
代
を
超
え
た
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ー
モ
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ー

秦野地域コミュニティ
推進協議会
会長　北浦啓次さん
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12 月 17 日（土） 

キャロリング & 小さなクリスマスコンサート

開催日

　キャロリング　
17:00に秦野小学校出発～渋谷会館、南畑公園の順に
1、2 曲披露～17:50 頃に秦野小学校到着

　コンサート　
場所 秦野小学校体育館　　時間 18:00 開演
出演 秦野小学校合唱クラブ、秦野小学校PTAコーラス、
池田ジュニア合唱団、うたいっぱい聖歌隊

取材協力
・・・・

・・・・・・・

秦野地域コミュニティ
推進協議会
［問］090-4438-7716
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